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論文審査の要旨 

 

F0-F1 の細い食道静脈瘤に対する内視鏡的硬化療法(EIS)における正確な静

脈瘤内穿刺を行うための手技的工夫として、透明フード(MAJ295,296)を内視鏡

先端に装着し、その臨床的効果を後方視的に検討することが、本研究の目的で

ある。 

EIS を施行した F0-F1 食道静脈瘤 201 例のうち、1994-2004 年施行の 102 例

（EIS回数 253）をフード装着無の conventional group（C群）、2004-2007年施

行の 99例(EIS回数 257)をフード装着有の hood group (H群)とし、静脈瘤内注

入成功率、供血路造影率、静脈瘤消失率、有害事象発生率、累積静脈瘤再発率

を比較検討している。 

その結果、静脈瘤内注入成功率、供血路造影率とも H群で有意に高率である

が、重篤な有害事象を両群とも認めないことを明らかにし、本手技の安全性と

有効性を確認している。さらに、静脈瘤消失率には両群間で差異を認めないも

のの、累積静脈瘤再発率は C 群に比較して H 群で有意に低率であり、本手技の

長期治療成績における有効性を明らかにしている。 

以上より、透明フードを用いた内視鏡的食道静脈瘤硬化療法は、安全かつ容

易に供血路までの硬化剤注入を可能にし、静脈瘤の再発抑制にも寄与している

ことが明確に示されており、本研究は食道静脈瘤の内視鏡的治療の進歩に寄与

する有意義な研究と評価される。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに内視鏡的治療の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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